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第３章 「復興」の基本理念 

 

第３章では、震災発生後の復興プロセスにおいて、「自らの健康や大切な人間

関係を喪失しないためには、どうすればよいか。」、「そのためには、どのような

考え方のもとに復興事業を推進すべきか。」といった、忘れてはならない「『復

興』の基本理念」について整理します。 

 

１ 「人間」と「人間関係」の回復 

 

大規模災害における激しい揺れや巨大な津波等から逃れることができたとし

ても、その直後から厳しい避難生活が始まります。そして、前章の【想定され

る事態】「被災者生活が長期化する」の中でも述べたとおり、長引く被災者生活

は、人々を徐々に疲弊させていくのです。なかでも、高齢者や障がい者などの

災害時要援護者の方々にとって、それは極めて深刻な事態です。 

東日本大震災では、約 18,000 人余の死者・行方不明者に対し、平成 27 年３

月末現在で約 3,300人の災害関連死が発生していますが、その約９割が 65歳以

上の高齢者で占められています。 

さらには、本来、復興の原動力ともなるべき、次代を担う児童生徒までもが

震災ストレスにより精神的な変調をきたしてしまいます。 

まさに、大規模災害からの長引く復興は、人々から健康を奪うだけでなく、

生命をも奪い、つまりは「人間」を崩壊させていくことになります。そして、

そのことが、復興自体を遅らせるという悪循環を生んでいくのです。 

 

一方、【想定される事態】「これまで築いてきた人間関係が希薄化、喪失する」

にもあるとおり、大規模災害からの長引く復興は、「人間」を破壊すると同時に

「人間関係」をも破壊していきます。ここで紹介した、仮設住宅で仲良くなっ

た単身の高齢女性２名のうち、１人は災害公営住宅の抽選に当選、もう１人は

落選した結果、以来、２人は口を利かなくなり人間関係が割かれたという事例

は、そのことを端的に物語っています。 

また、この事例は、【想定される事態】「復興プロセスにおいて被災者に格差

が生じる」において、「格差」という観点から取り上げることもできます。 

「格差」についてさらに言えば、格差は、そうした復興プロセスにおいて初

めて生まれるものではなく、災害が発生した瞬間から生じているのです。例え

ば、それまで仲の良かったＡさんとＢさんのうち、災害によって、Ａさんは愛

する家族も財産も全て失ったとします。一方、Ｂさんにはほとんど被害がなか

ったとしたら、その後、二人の関係はどうなってしまうでしょうか。両者の関

係に全くひびが入らない、と言えば、それは嘘になってしまうのでないでしょ
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うか。 

災害が発生した瞬間から格差は生じ、長引く復興がそれをさらに助長してい

くことになるのだと思います。 

こうして、「人間関係」が壊れていくのです。 

 

復興事業が進み、いつしか新たな「まち」が生まれ、なりわいや産業が戻っ

てきたとしても、そのとき、一人ひとりの住民が「幸福」を実感していない限

り、真の意味の復興はないのだろうと思います。言い換えれば、「人間」や「人

間関係」が壊れていない状態、あるいは、回復している状態が実現していない

限り、真の復興はないと言えるのではないでしょうか。 

 

「復興」は文字どおり「復幸」でなければならないのです。 

 

このことについて、引き続き次項で、さらに検討を深めたいと思います。 

 

２ 地域コミュニティの再生 

 

【想定される事態】「被災者生活が長期化する」にあるとおり、高齢者や障が

い者の要介護度の悪化という事例を取り上げたとき、言うまでもなく、この人

を介護してくれる十分な社会環境があれば、例えば、高齢者等にとっての重要

なライフライン（命綱）である訪問介護員（ホームヘルパー）やガイドヘルパ

ーなどがしっかりと確保されていれば、この人の要介護度は悪化しなくて済ん

だかもしれませんし、また、たとえ要介護度が悪化したとしても住み慣れた地

域で暮らすことができるでしょう。うつ病やアルコール依存症についても、周

囲にその人を温かく見守る社会環境があれば、その増加のスピードはずいぶん

和らいだことでしょう。震災ストレスに陥った児童生徒のケアについても同様

だと思います。 

このように「人間」が壊れないようにできるのは、また、「人間」を回復させ

ることができるのは、そうした「社会環境」しかないのではないでしょうか。

すなわち、その人を取り巻く「地域コミュニティ」の存在です。それはそのま

ま、「人間関係」の回復にも当てはまります。 

 

しかし、これに対しては、「そんなことは当たり前だ。」という反論が聞こえ

てきそうです。 

近年、そうした「地域コミュニティ」の重要性については、防災・減災の分

野に限らず、犯罪防止、青少年の健全育成など、あらゆる分野で声高に言われ

ています。したがって、上述の反論者からはさらに、「そうは言っても、地域コ

ミュニティの形成が容易でないからこそ、それが重要だと言われているのでは
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ないか。そして、平時からそうした社会環境をしっかり整えることができてさ

えいれば、復興プロセスにおける『人間』と『人間関係』の回復、といった問

題に対しても、一定の解答が得られたことになるのではないか。」と言われそう

です。 

 

確かに、この意見は一面正しいですし、本県としても、このことを重視して

おり、それについては、第５章において後述することとします。 

 

しかしながら、これまで繰り返し述べてきたように、たとえ平時からしっか

りと地域コミュニティを築いていたとしても、大規模災害は、それを無残に破

壊してしまうのです。【想定される事態】「これまで築いてきた人間関係が希薄

化、喪失する」でも触れましたが、地域コミュニティが破壊されてしまうと、

住民はバラバラになり、被災前の住宅から避難所へ、そして仮設住宅へ、その

後さらに災害公営住宅へと、転々と移り住むたびに、コミュニティの再構築が

迫られる、さらに言えば、新たなコミュニティを形成しなければならない、と

いうことになってしまいます。 

また、地域コミュニティが破壊されずに残ったとしても、前述のとおり、大

規模災害の発生は「人間」と「人間」の間に否応なく格差を生じてしまうでし

ょう。 

そして結局、「人間」と「人間関係」が壊れていってしまうのです。 

 

こうしたことから、「人間」と「人間関係」が破壊されるのを食いとめ、ある

いは回復させ、一人ひとりが真の意味の復興を遂げるためには、もとより、平

時からの地域コミュニティの形成について重視しながらも、それが破壊された

後、いかにして円滑に「地域コミュニティの再生」を図るか、そのことがより

重要であろうと考えます。 

 

本項で言う「地域コミュニティの再生」は、次の二つの意味で使っています。 

ひとつは、幸いにしてコミュニティが残った場合でも、その中で生じた人間

関係の亀裂を埋め、また、結び直すことにより、再び健全な状態に戻すこと、

という意味です。 

もうひとつは、コミュニティが破壊され、住民がバラバラとなってしまい、

全くゼロの状態から、新たなコミュニティを立ち上げ、形成しなければならな

くなったとき、その作業を円滑に進めること、を言います。 

 

こうして、本指針では、復興プロセスにおける「人間」と「人間関係」の回

復をめざし、一人ひとりの幸福につながる真の意味の復興（復幸）事業を進め

るため、「地域コミュニティの再生」を「復興」の基本理念として掲げることと
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します。 

そして、この基本理念をふまえながら、第４章・第５章において、復興プロ

セスの中で取り組むべき対策等について具体的に述べることとします。 


